






























































　なお本特集の 4 つの論文では，貧困を Ruth Lister の整理にならって，「貧困の車輪」であると
とらえている（図 1）。貧困そのものは多様なとらえ方ができる論争的なものであるが，Lister は
その車輪の軸にあたる部分に，「容認できない困窮」という，貧困の物質的な面が核としてあると


























































































かったのは 20 名，うち 15 名は夫の浪費によって生活費不足に陥り，5 名は夫が妻に十分な生活費
を渡していなかった。夫に安定的な収入がないという人も 11 名いた。妻に収入の一部しか渡して







































































































る直近のものとしては，妻が 29 ～ 35 歳の首都圏の核家族を対象にした調査がある（家計経済研究
所 2009）。この調査では家計管理のタイプを 4 分類しており，妻管理（夫は収入をすべて渡す56.4％，
夫は収入の一部を渡す 12.6％，すべてか一部か不明 2.3％）が 71.3％，共同の財布があるのは 6.8％，


























































　また Francesco Figari らは，どのような税や社会保障制度が，世帯内の男女の収入格差を減少











































　　　A さんは 39 歳。夫の DV により怪我をし，12 歳の長男が警察に通報。6 歳の次男も連れて








までの児童を養育している人に月額 5,000 円～ 1 万 5000 円の手当が支払われる制度であり，通常
（13）　子ども手当は，2010 ～ 2012 年に実施された児童に対する給付制度で，それまでの児童手当の所得制限が撤廃










　　　B さんは 40 歳。高 1 の長女と 2 人暮らし。8 年前に離婚，前夫からは月 2 万円の養育費が
支払われている。家賃 5 万 5000 円のアパートに住み，介護士として働き月収 19 万円を得てい
る。その他，児童扶養手当が月 3 万 9000 円入り，長女にも月 2 万円アルバイト収入がある。





　B さんは長女と 2 人暮らしで，離婚後なんとか生計を立ててきた。長女が 16 歳になったときに




して 1 人の納税者にしか認められないため，B さんも扶養控除を申告する予定だったが，C さんよ
りも所得の多い元夫に先を越され，B さんの扶養控除は認められないことになった。
　くわえて，それまで B さんには特別寡婦控除が認められていた。特別寡婦控除とは，夫と死別
または離婚したあと婚姻しておらず，扶養する子がいる所得 500 万円以下の人に 35 万円の控除が
認められる制度である。しかし元夫が扶養控除を申告したため，長女は元夫の扶養親族となり，B
さんには扶養する子がいないことになってしまった。その結果，B さんには特別寡婦控除ではなく
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